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題

名 
SNOOZEモードの動作説明追加について 情報分類 技術情報 

適

用

製

品 

RL78/I1C 
R5F10Nxx 

対象ロット等 

関連資料 

RL78/I1C ユーザーズ・マニュアル 
ハードウェア編 Rev.1.00 
R01UH0587JJ0100 (May 2016) 
 

全ロット 

 

上記適用製品のユーザーズ・マニュアルにおいて、SNOOZE モードに対し以下の注を追加します。 次回適用製品のユ

ーザーズ・マニュアル改版時に本内容を反映します。 

 
 

SNOOZEモードで割り込み要求信号が発生しなかった場合の注の追加 

1.注の追加について 

 

RL78/I1C ユーザーズ・マニュアル Rev1.00 R01UH0587JJ0100 (May 2016)の p.922 第 26章 スタンバイ機能の ”(3) 

SNOOZEモードで割り込み要求信号が発生しなかった場合のタイミング図“に注 4 を追加します。 

 

下記 1)~3)の全てに該当する場合は、追加する注の影響を受ける可能性があります。 

1) SNOOZEモードを使用し、SNOOZEモードで割り込み要求信号が発生せずSTOPモードに移行する場合がある。 

2) 高速オンチップ・オシレータを CPU/周辺ハードウェア・クロック(fCLK)に選択している。 

3）SNOOZEモードに設定した機能以外の割り込みで STOPモードを解除している。 
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2. 注の追加の影響について 
高速オンチップ・オシレータを CPU/周辺ハードウエア・クロックに選択し、かつ SNOOZE モードを使用している場合、主に

以下の影響が考えられます。 

・STOPモード解除後 15μs以内にUART機能の動作を開始して送信をする場合、スタートビットが長くなり通信エラーとな

る可能性があります。 

・STOPモード解除後 15μs 以内にタイマ機能の動作を開始して、方形波出力、PWM出力、ワンショットパルス出力をして

いる場合、15μsの間で周波数が低速になる影響により波形が長くなる可能性があります。 

 
以上 

 

注４.  SNOOZE モードから STOP モードへ移行するタイミングで SNOOZE モードに設定した周辺機能以外の割り込みによるスタンバイ・リリ

ース信号が発生した場合、CPU動作開始から15μs(max.)の間、高速オンチップ・オシレータの周波数が遅くなる可能性があります。ス

タンバイ解除直後に電気的特性に示す周波数精度が必要な場合は、CPU クロック周波数で 15μs相当分ウエイトしてださい。 

注４ 


